
第９４回 宮城県災害対策本部会議 議事要旨

１ 日 時

平成２３年１０月２０日 １０時００分

２ 場 所

県庁行政庁舎４階 庁議室

３ 配付資料

第９４回宮城県災害対策本部会議資料

４ 議事要旨

○小野寺危機管理監

・死者９，４４４人，行方不明者２，０５８人，全壊７６，０７８棟である。避難所

１９施設２６８人（４市町）である。

・被害額は１，６８８億円増加し，合計７兆３，７８１億円である。

○今野総務部長

・被災者生活再建支援制度関係について，基礎支援金への申請件数が１０万５千件を

超えた。

・復旧・復興寄付金について，８８億円を超えた。

○伊藤震災復興・企画部長

・アクセス鉄道が復旧した。

○環境生活部

・水道査定は９６．２％決定し，今年度中に完了する。

・放射線情報マップをホームページに開設した。アクセス数は２０日間で４万６千回

である。

○岡部保健福祉部長

・震災孤児は石巻で３人増加し，１２６人である。

・育英募金は１２，９４１件１４億円超である。

○千葉農林水産部長

・被害額が箇所数の増加などで６億円ほど増加した。

・漁港，漁場の廃棄物処理の関係について，１０月から分布調査を開始した。



・閖上の魚市場で１０月２１日からせりを開始する。

・放射能関係について，牛糞堆肥で放射能基準値超のため，使用自粛している。また，

賠償関係については，県の協議会を通じて東京電力に対して約５億９，０００万円の

賠償請求をしているが，仮払い１億１千万円超が行われた。

○橋本土木部長

・被害額について，海岸，港湾，住宅で１，６０８億円ほど増加した。

・災害査定については，公営住宅関係で６２．６％終了している。

・道路通行止めは３箇所を解除した。６１箇所で規制中である。

・落橋は１２箇所すべて通行可能となった。

・仮設住宅は２１，８９９戸完成し，女川町で残り１４４戸である。

○竹内警察本部長

・遺体を９，４９０体収容した。９月に５０体，１０月に７体収容した。引渡は９，

４８６体であり，遺族に７，７６７体，市町村に１，７１９体である。ダイバーによ

る捜索等を検討している。

・気仙沼，南三陸で仮庁舎が完成した。

・１０月下旬から１１月上旬にダイバーによる行方不明者の集中捜索を行う予定で

災害対策本部，海上保安庁と調整中である。

・被災地の治安対策に他県部隊６００名体制と本県警部隊１，０００名の１，６００

名体制を行う。

・他県からは，パトカー６５台と１３６名，警ら部隊による治安対策を行う。

○海上保安庁

・前回から１０体収容した。合計２２３体収容した。

○教育委員会

・生徒２名，職員２名の死亡が確認された。避難先は女川第１小学校のみである。

○伊藤企業局長

・水道水，工業用水の放射能に大きな変化はなしであった。

○村井災害対策本部長

・３月１１日から７ヶ月が経過し，相当落ち着いてきた。

・多くの避難者も一部を除き，仮設住宅へ入居が可能となった。

・昨日までの９月議会において，復興計画が議決された。今後は，復興対策へシフト

していく。

・定例の災害対策本部は，今回までとし，今後は本部会議に諮る事案があれば，その

都度開催する。ただし，災害対策本部については，引き続き継続していく。


